
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年７月２１日 

№89 

 
ごみの削減、有料化に向けて、シンポジウムとタウンミーティングを開催 

家庭ごみの有料化は説明の徹底と当市ならではの工夫を 

■家庭ごみ有料化への動き 

…７月になって、東大和市では家庭ごみの有料化関連の

集会が開催されています。７月７日にはハミングホール

にて『東大和市ごみ減量シンポジウム』が開催され、ご

み問題に詳しい東洋大学経済学部の山谷教授による基

調講演『家庭ごみの有料化の現状と課題』とパネルディ

スカッションが行われました。また、７月１３日と１７

日に開催された市長と語ろう会タウンミーティングは

『家庭系廃棄物の有料化と戸別収集について』というテ

ーマで開催されました。  

…今まで家庭ごみの収集については、全額税金でまかな
われているというのが一般的でしたが、全国 812 市区
（789 市+東京 23 区）のうち家庭ごみを有料化してい
る都市は 2013 年７月現在４４４市、有料化実施率は５
４.７％。町や村まで含めると 61.8％の自治体が家庭ご
みを有料化しています。多摩地域に目を向けると 26 市
中 21 市で家庭ごみの有料化が実施され、隣の立川市も
今年の 11 月からごみの有料化をスタートします。   
■有料化の目的は 

…様々な会での市からの説明によると、ごみの有料化の
目的は『ごみの減量』『市の清掃事業費の削減』『市民の
排出量に応じた費用負担による公平性の確保』と大きく
３つであることがわかります。  

…まず、ごみの減量については、H23 年度の東大和市
民一人１日あたりの廃棄物排出量は 759.9g となってい
ますが、H29 年までには 700g を目標としています。家
庭ごみを有料化する＝市の指定のごみ袋を購入してご
みを捨てることになると、その負担を軽減するために多
くの市民がごみの排出量を抑える、スーパーなどの店頭
にあるトレーなどの回収ボックスをより活用するよう
にするなどの、ごみの削減効果があると期待されていま
す。ごみ減量シンポジウムでの山谷教授の講演による
と、ごみの手数料（＝ごみ袋の価格）が高いほど減量効
果は大きくなる、また、巷で問題にされているごみの排
出量のリバウンド（スタート当初はゴミは減るが、また
量が戻ってしまうこと）についても有料化５年目の自治
体 130 市を調査したところ、118 市で５年目も減量効果
がでているとの調査結果が発表されました。  

…また、市の清掃事業費の削減について、どのくらいの
削減効果を見積もっているかの市が概算している額は、
先行して有料化している他市の各家庭の１ヶ月あたり
のごみにかかる費用の平均が５００円であることから、
それに東大和市の世帯数を掛け合わせて、年間約２億円
の清掃事業費の削減となると概算しているとの説明が
ありました。  
 

…平成 23 年度の東大和市の  

清掃事業費は 11 億 5175 万円。  

これは、ごみを多く出す人も少なくする工夫をしている
人も等しく負担している市の税金です。ごみの有料化に
より、出すごみの量によって個人が清掃事業費の一部を
負担をすることにより、市民の公平性が確保できるとい
う説明がありましたが、おむつなどのごみが多くでる赤
ちゃんや介護の必要な高齢者のいる家庭の負担への配
慮なども検討が必要ではないかという市民からの意見
については、市もそのような検討が必要と考えていると
の説明がありました。   
■様々な工夫と市民への説明の必要性 

…市からの説明では、より排出者責任が明確になる戸別
収集（各家庭の家の前にごみを出し、それを収集する方
法）を検討している話がありました。現在はステーショ
ン方式（ごみを決められた場所に出す方法）を行ってい
る東大和市ですが、戸別収集となると今で以上に収集費
用が発生し、結局は有料化により削減できた清掃事業費
も相殺されて削減されないという結果にならないかと
危惧する市民からの意見もありました。また、ステーシ
ョン方式により、地域の方々と顔を合わせることによ
り、地域の繋がりが強まるなどのこともなくなってしま
うことを危惧する声、集合住宅の場合はどのように対応
するのか方法を考えなければならないという声も戸別
収集についてはありました。  

…また、有料化の課題として、ごみ処理手数料収入の使
途の明確化があります。自治体によっては特定財源化に
より、ごみ処理施設の整備、ごみ減量活動への助成、啓
発事業など使途を明確にする、基金化により積立を制度
化するなど市民に使途をわかりやすく公開する工夫を
している自治体があります。東大和市もごみ有料化によ
ってどのような効果があったのか、また、手数料収入を
どのように使っているのかなどの公開により、市民が
『ごみ削減に努力してよかった』と思える有料化への納
得感が持てる仕組みを考える必要があると思います。   

■問題を将来に先延ばさない 

…ごみを燃やしたものを最終的に埋め立てている日の
出町の最終処分場の二ツ塚処分場はすでに 44％埋め立
てられている状態。１００％埋め立ててしまったあとの
問題は必ず将来発生します。また、多くの借金をして運
営している市の財政についても「今の負担をできる限り
将来に先送りしない」という市長の考えも同じく、今、
私たちが将来を考えて行動しなければいけないことで
す。（裏面へつづく）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参議院選挙 東京都選出の東大和市の結果速報 

【当日有権者数】 ６８，１９６人       【総投票数】３７，２８６      【総投票率】５４.６７％ （前回投票率 ６１.４６％） 

※上位１０人の結果（立候補者数は２０名） 

順位 党派名 候補者指名（敬称略） 得票数 

１ 公明党 山口 なつお ７，１１０票 

２ 自由民主党 丸川 珠代 ５，３５９票 

３ 日本共産党 吉良 よし子 ５，３２３票 

４ 自由民主党 たけみ 敬三 ４，０６６票 

５ 無所属 山本 太郎 ３，９９６票 

６ 民主党 すずき かん ３，８１９票 

７ 無所属 大河原 まさこ １，５３５票 

８ みんなの党 桐島 ローランド １，５３４票 

９ みどりの風 まるこ 安子 ４２４票 ４２４票 

10 無所属 中松 善郎 ２０７票 ２０７票 

※得票数の小数点以下の按分票分は切り捨てて表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップ
を発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進
学、卒業。／卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ
「元気印の先生」として保護者・生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー
企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転
換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人材開発部長を拝命。
／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。
帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに
触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 
■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0005 東大和市高木３－２７４－２－１０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 

一方で、8 月中旬に市がごみ有料化にむけて素案を出
し、それを市民と議論する場を 7 回程度持つとのことで
すが、市が期待している来年度からの実施となると年内
に作成される来年度予算への反映が必要になります。ご
みの有料化の成功は市民の理解度と大きく関わるため、
最初から完璧な方法でスタートすることは難しいとは
いえ、先行している事例が沢山ある後発の東大和市とし
ては、他市の事例もよく研究することが必要です。そし
て市民の意見を聞き、当市の状況に合わせて工夫できる
ことはあるのか、また、市民の要望に答えられない場合
は、その理由はなんなのかということを明確にし、市民
に伝える必要があります。  

そのようなことを考えたうえで、来年度スタートを前提
とした場合のスケジュールを考えてみると、市が計画し  

ているものは十分な時間がある状況ではありません。 
より多くの市民に理解してもらったうえでスタートす  

るためには、進め方にも工夫が必要になってきます。  

…ごみの有料化は一般的には不人気施策といわれてい
ます。東大和市が所属する小平・村山・大和衛生組合（東
大和市駅近くの清掃工場を運営）に所属する３市は、ご
みの有料化をしておらず、スタートするなら足並みを揃
えたほうが良いと考える部分もありますが、各市の市長
の選挙の時期が違うなども影響し、なかなか足並みが揃
わないということも事実です。そんな中、東大和市で有
料化に向けての検討をスタートした尾崎市長は将来を
見据えた決断をしたと言えると思います。あとは、実務
に携わる市の職員がどれだけ工夫できるか、また、実際
に自分たちが関わることになる市民が理解し真剣に考
えられるかが有料化成功への鍵となると思います。  


